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研究成果の概要（和文）：　本研究は、医科学及び放射線物理学に較べて相対的に立ち遅れている人文科学・社
会科学分野の拡大と、その史料的基盤の拡充を目的とした。その成果として、最終報告書及び基盤拡充としての
中間報告書として資料目録を5冊・図録1冊を刊行した。また、国際シンポジウムを開催するとともに、社会貢献
事業としての企画展示も行った。
研究の結果、具体的な学術業績にあるように研究は深化した。同時に、最初の被爆地である広島の「平和」は、
拡散の起点ではなく、「人間的悲惨さ」の集約点として存在すべきであるとの認識に達した。しかし、国際的な
情報発信能力の充実、横断的な研究の実施、社会への還元が次なる課題として残っている。

研究成果の概要（英文）：This research’s purpose was to expand the fields of humanities and social 
sciences, which are behind in comparison with medical science and radiation physics, and to expand 
the historical basis. As a result, we published final report, ,five Article catalog and one catalog 
of materials Planned exhibition catalog. In addition to holding an international symposium, we also 
organized a planned exhibition as a social contribution project.
As a result of the research, the research has deepened as in concrete academic achievements. At the 
same time, "peace" of Hiroshima which is the first hibakuchi is not the origin of diffusion, It 
should have existed as a point of aggregation of "human misery".However, improvement of 
international information dissemination capability, implementation of cross-sectional research, and 
return to society remain as the next task.

研究分野： 日本近現代史

キーワード： 原爆　被爆　広島　平和　日本近現代史　アーカイブ　アーカイブズ

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 原爆投下直後の状況に研究が集中するなか、
その後の被爆者援護活動・原爆白書運動等に
関する人文科学・社会科学研究は手薄であり、
史資料の整備も不十分であった。このため、
研究会を組織し、同時に広島大学文書館と類
縁機関(広島大学平和科学研究センター、広島
市立大学広島平和研究所、広島大学総合科学
部)との関係を調整し、相互協力関係を構築し
つつ、研究を開始することとした。 
 
２．研究の目的 
 核・被ばく学として相対的に研究が遅れて
いる人文科学・社会科学研究を促進させると
ともに、そのための史資料による基盤の拡大
を行い、研究の学際化・総合化を深化させる
ことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 研究会を研究班と資料班に分け、研究班は、
核・被ばく学の充実と深化を、資料班は、目
録刊行を一つの目的としつつ、史資料の収
集・整理・公開を行った。史資料の収集は、
一次資料を中心とし、資料班は、広島大学文
書館において史資料の整理・公開作業を行っ
た。研究班は、研究会を開催して、研究報告
とともに、意見交換を行い、研究の深化を図
った。 
 
４．研究成果 
 最終報告書を刊行するとともに、中間報告
書として目録 2 冊を刊行。被爆 70 周年にあ
たり、国際シンポジウムを開催するとともに、
企画展示「原爆白書運動と広島大学」を開催
した。報告書としては、下記の 4 冊を刊行し
た。 
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